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　青
果
・
花
き
取
扱
量
日
本
一

の
大
田
市
場
（
東
京
都
）
で
、

野
志
市
長
が
行
う
ま
つ
や
ま
農

林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
「
紅
ま
ど

ん
な
」
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に

先
立
ち
、
11
月
22
日
、
興
居
島

の
生
産
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　生
産
者
の
山
本
剛
さ
ん
か
ら

紅
ま
ど
ん
な
の
今
年
の
出
来
栄

え
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
市
長

は
、「
生
産
者
か
ら
教
え
て
い
た

だ
い
た
２
つ
の
『
く
（
苦
労
と

工
夫
）』、
そ
し
て
生
産
に
か
け

る
熱
い
思
い
を
し
っ
か
り
と
Ｐ

　道
後
温
泉
本
館
は
１
月
15
日

㈫
か
ら
、
営
業
し
な
が
ら
の
保

存
修
理
工
事
に
着
手
予
定
で

す
。
工
事
中
な
ら
で
は
の
魅
力

を
広
く
伝
え
る
取
り
組
み
と
し

て
、
道
後
温
泉
本
館
を
、
復
活

を
繰
り
返
し
時
代
を
超
え
て
人

類
を
見
守
る
「
火
の
鳥
」
の
姿

と
重
ね
合
わ
せ
、
手
塚
治
虫
さ

ん
の
名
作
『
火
の
鳥
』
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　そ
の
制
作
発
表
会
が
12
月
９

日
、
道
後
温
泉
本
館
前
で
野
志

市
長
、
㈱
ポ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン

代
表
取
締
役
社
長
・
吉
村
隆
さ

ん
、
俳
優
・
つ
る
の
剛
士
さ
ん

が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　野
志
市
長
は
、「
こ
の
道
後

温
泉
本
館
と
い
う
宝
を
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
保
存
修
理
工

事
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」

と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　道
後
温
泉
本
館
南
側
に
あ

る
冠
山
の
「
道
後
温
泉 

空
の

散
歩
道
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

１
月
７
日
㈪
午
後
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　足
湯
や
東
屋
、
ベ
ン
チ
な
ど

の
休
憩
施
設
に
加
え
、
藤
棚

や
正
岡
子
規
の
俳
句
の
句
碑
、

四
季
折
々
の
花
な
ど
が
植
え

ら
れ
た
庭
を
設
け
ま
し
た
。
足

湯
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
道
後

の
ま
ち
や
、
道
後
温
泉
本
館

　「道
後
温
泉
別
館 

飛あ
す
か
の

鳥
乃

湯ゆ泉
」
と
「
道
後
温
泉
本
館
」

を
題
材
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

フ
レ
ー
ム
切
手
の
販
売
開
始

に
合
わ
せ
、
平
成
30
年
12
月

3
日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　贈
呈
式
で
野
志
市
長
は「
手

紙
を
通
し
て
遠
く
の
人
へ
松

山
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
、
松
山
へ
足
を
運
ん
で

も
ら
う
き
っ
か
け
に
も
な
る
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
フ

レ
ー
ム
切
手
は
県
内
の
郵
便

局
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　道
後
温
泉
本
館
は
、
１
月

14
日
（
月・
祝
）
ま
で
、
通
常

ど
お
り
営
業
し
た
後
、
15
日

㈫
か
ら
保
存
修
理
工
事
に
着

手
予
定
で
す
。

　浴
室
（
神
の
湯
）
を
男
女

で
利
用
す
る
た
め
の
工
事
の

後
、
新
た
な
玄
関
と
な
る
北

面
入
り
口
か
ら
お
客
さ
ま
を

お
迎
え
す
る
た
め
、オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
非
常
時
の
対
応
な

　道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
２
０
１

８
は
２
月
28
日
で
会
期
末
を
迎

え
、
来
年
度
以
降
は
、
１
人
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
２
年
に
わ
た

り
「
道
後
ア
ー
ト
２
０
１
９
・

２
０
２
０
」
を
開
催
。
そ
の
メ

イ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
日
比
野 

克
彦
さ
ん
に
決
定
し
ま
し
た
。

　日
比
野
さ
ん
は
現
在
、
東
京

藝
術
大
学
の
美
術
学
部
学
部

長
で
、
先
端
芸
術
表
現
科
教
授

を
務
め
ら
れ
、
日
本
美
術
界
の

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　観
光
客
や
住
民
参
加
型
の

ア
ー
ト
活
動
を
得
意
と
す
る
日

比
野
さ
ん
が
、
道
後
温
泉
に

ア
ー
ト
の
魅
力
を
掛
け
合
わ

せ
、
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

　本
市
で
は
平
成
19
年
か
ら
、

「
だ
か
ら
、
こ
と
ば
大
募
集
」
に

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
ば
作
品
を
、

「
街
は
こ
と
ば
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
と
題
し
、
路
面
電
車
や
空

港
な
ど
市
内
各
地
に
掲
出
し
、

「
こ
と
ば
の
ま
ち
松
山
」
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　今
回
、
松
山
空
港
の
階
段
に

掲
出
し
て
い
る
こ
と
ば
作
品
と

デ
ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

11
月
23
日
の
記
念
式
典
で
、
野

志
市
長
が
「
ビ
ル
の
北
側
と
南

Ｒ
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
11
月
29
日
に
実
施

し
た
大
田
市
場
で
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
で
は
、
市
場
関
係
者

に
対
し
、
紅
ま
ど
ん
な
の
特
長

と
合
わ
せ
て
、
生
産
者
の
苦
労

と
工
夫
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
を

使
っ
て
紹
介
。
生
産
者
の
努
力

を
市
場
関
係
者
に
伝
え
ま
し

た
。
試
食
も
市
場
関
係
者
に
好

評
で
、そ
の
後
行
わ
れ
た「
競
り
」

で
も
活
発
な
取
引
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

問
農
林
水
産
課
☎
948
６
５
６

５
・
FAX 

9３4
１
８
０
８

　「道
後
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
古
く
か
ら

の
文
化
財
を
大
切
に
守
り
、
次

代
に
受
け
継
い
で
い
く
、
日
本

文
化
の「
再
生
」の
物
語
と
し
て
、

道
後
温
泉
を
全
国
に
、
ま
た
、

海
外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
事
業
展
開
（
予
定
）

１
月
15
日
㈫
～
＝
本
館
正
面

入
り
口
に
「
火
の
鳥
」
の
到
来

を
告
げ
る
「
日
除
け
幕
」
や

灯
籠
を
設
置
、
本
館
入
浴
券

を
「
火
の
鳥
」
の
デ
ザ
イ
ン
に

一
新
▼
２
月
１
日
㈮
～
＝
明
治

の
改
築
当
時
に
使
用
さ
れ
て

い
た
北
面
「
二
の
湯
」
入
り
口

の
上
に
、「
火
の
鳥
」オ
ブ
ジ
ェ

を
設
置
、「
道
後
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ

Ｎ
×
火
の
鳥
」
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

▼
4
月
ご
ろ
～
＝
オ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
公
開

の
全
景
を
眺
め
ら
れ
、
散
策
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
眺
望

施
設
で
す
。
足
湯
は
６
時
～

21
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

ど
の
準
備
期
間
と
し
て
、
１

月
29
日
㈫
～
31
日
㈭
ま
で
の

３
日
間
休
業
し
ま
す
。

　２
月
１
日
㈮
か
ら
は
北
面
の

入
り
口
か
ら
入
館
い
た
だ
き
、

入
浴
の
み
の
営
業
と
な
り
ま
す
。

　保
存
修
理
工
事
に
伴
う
本

館
周
辺
道
路
の
交
通
規
制
に

関
す
る
情
報
は
、
随
時
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

側
で
、
ち
が
う
こ
と
ば
・
デ
ザ

イ
ン
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
両
方

楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　ま
た
、
空
港
利
用
者
へ
、
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
や
「
こ
と
ば
の
コ

バ
ト
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｐ
Ｒ

グ
ッ
ズ
な
ど
が
配
ら
れ
、
手
に

し
た
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

問
文
化
・
こ
と
ば
課
☎
948
６
９

５
２
・
FAX 

9３4
１
２
８
７

「紅まどんな」を全国へ発信
市長が生産地を視察し、トップセールス

「ことばのまち松山」をPR
松山空港の“ことば”をリニューアル

リニューアルした階段の“ことば”
山本さんの園地を視察する

市長（11月22日）

大田市場でのトップセー
ルスの様子（11月29日）

販売中のオリジナル
フレーム切手

道後REBORN
プロジェクト制作発表会

メイン
アーティスト

日比野克彦さん

PRグッズを眺める空港利用者

1月15日から、道後温泉本館の保存修理工事が始まります。本市ではこれを契機ととらえ、さまざまな取り組みを展開していきます。

「
道
後
温
泉 

空
の
散
歩
道
」が
１
月
7
日
㈪
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

道
後
温
泉
本
館

１
月
29
日
㈫
～
31
日
㈭
は
臨
時
休
業

道
後
ア
ー
ト

２
０
１
９・２
０
２
０

メ
イ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

日
比
野 

克
彦
さ
ん

オ
リ
ジ
ナ
ル

フ
レ
ー
ム
切
手
の

販
売
開
始

松山が誇る「道後温泉」を世界へ、そして未来へ

問
道
後
温
泉
事
務
所
☎
921
０
１
０
１
・
FAX
9３4
３
４
１
５

名
作『
火
の
鳥
』と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

道
後
Rリ
ボ

ー

ン

E
B
O
R
N
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
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足湯から本館を一望


